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〔()二一ドル法 (車率制使いれH1YCZ.打日ーしと下川)】
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1二一ドル容器を軽く押さえ
るとこ一ドル穴から液が出
ます。液を粉のよにそのま
ま落とします。
。ハリの途中に《が開いて
います。

2紛のゆにできた玄状の固ま
りを、二一ドルの先で刺し
持ち上げ紫早く繍修部まで
もって行きます。

3容認を押さえ液を出し、固
まりを ドロッとさせて補修
部に落とします。針先を使
って延lまし形を霊童えます。
約5分で夜化します。

ドロッとさぜる為に;夜を多少
多く使っても余分な渡rëtl・~~
するのでJf:f3力にret問題
ありまぜん



【・ふりかけ法 】1

二一ドル法以外にも、直接粉と液を繍修部にかける“ふりかけ法"
があります。写真のように直接粉をふりかけ液をかける方法です。

【~型取くんの使用方法 t 
官 熱湯(約90OC)に3分間位漬けて
軟化させます。会体が粘土状にな
ればOKて・す。

2やわらかくなったら、ピンセット
やお箸等で取り出します。
(熱湯には十分注意レて下さい。)

魚 手で触れても大丈夫な;温度にな
v ってから、水気をじゅうぶん切

りボール状に丸めます。

a¥型取くんを、型を取りたい部分に
唱押 し当て重量取りします。冷えると

コム状になりできあがりです。

y η 1¥ <. 
複雑な部分などでは、 ドライヤ
ーを使って型取くんをさらに
温める寝でよりきれいな型
が取れます。
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• ・メーター廻り
・ヘッドライト廻り
・ツーリングパッグ
・各種チューニング

※使用にあたっては
l邸す邑立だない昔日
分で緩省テストを
行ってくだEさい.



百三にぎく創れてしまった
部分でもブラリペアでし
っかり繍修が可能です。
割れた節分をV字カット
をして綾錦繍修を行います。

2裏箇から削れ部分の角を
削りV字カットにする取
で縫実で強固な援潜補修
ができます。
""'''''スリ・カッヲーナイフ・J!tー
タ一等で即U'l>.

合4ニード)11滋でV字カット
ー レた都分にドロッとさせ
たブラリペアを索早く流
し込みます。
※セロテープ在作集琶の事面1<:
鮎り目地iとめをレます。

4約5分で化学結合!(25 
"C)プラリペアが硬化し
たらヤスリなどで形を鐙
えできあがりです。
※完金硬化後lこ姐聾すればより
一層曹れいな仕よがりです。

.V字カット
V字カットを行
うことで漕着面
積が指えます.



荷量の詮}かあ都女rも
む主主力・i:J:踊(傷莞呈

可制れてしまった部分は、
V字カットをして接着
補修を行います。

宮 角を削りV字カットにす
ーる事で確央fJ~妥婚補修が
できますe
wャスリ・カツヲーナイフルー
ター智で削る.

3ニードJレ涜でV字カット
した郡分にドロッとさせ
たブラリペアを索早く流
し込みます。
※包ロテープを鹿部に勉り冒地
J.l:めをじます.

4約5分で化学結合!(25 
OC)プラリペアが硬化し
たらヤスりなどで形を滋
えできあがりです。

博士のワンポイントアドバイス!
=ードIL浴でi1i(しm<t時12
lま液を定っぷり使うのがし
っかり奮すコ'yじゅ!

l>MBS樹自旨・FRP(ポリ
エステル)1曜のパーツ
はしっかり溶着!



つ
製取
簡単に

2同じ形
一分の裂

無くなってしま
ル止めの凸部

リペアで
す。

らその部
ます。複雑
ライヤーで温
作業をするとう
きます。

リペアを型の中入少
多めに流し込みます。

弘 無くなってしまった所の
吻同じ位置にしっかり押し

当てます。

民 約5分程で硬化します。
可 プラリペアが硬化したら
ヤスりなどで形を箆
えればできあがり
です。



大きく欠l才てレ52:ζ
部おもU訪ねもり;t;nJ惨35主
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百タfけて無くなったカウ
ル止めの角、 盤取くん+
ブラリペアで簡単に再生
します。 、

2表襲の角をや し削り、接
着面積を増やす事で確実
な再生補修ができます。
※ヤスI)~ゐ ッターナイフ・ルー
タ一等で削る。

② 跡形の部品からその部
-~分の型を取ります。複雑
な部分lまドライヤーでisa
rlめながら作業をするとう
まくできます。

4L型を、カケてしまった所
.に固定しブラリペアを中
ヘ充分に流し込みます0

5プラリペアが硬化したら
ヤスりなどで形を整え塗
装で仕よげてください。
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『ブ，ラズチ ック部品のネ
ジ山が効かなくなってし
まう主とはよくあります
ね!ブ或リペアで簡単索
早 く湾生することができ
ます。ダメになったネジ
山を ドリルーやヤスりで削
り穴を少しi党きくします。

2使用主役ジに騒いオイ
ルをげけます。(プラリペ
アがネジにくっつかない
よろ にするためです。)

芥ジ山にブラリペアを直
鎌ネジ山が隠れるくらい
塗 り付けます。

d"l開けておいたネジ穴部に
~T紫早 く ネジを差し込みま

す。差し込んだ後経く2
秒程E置を押さえてくださ
し、。
同 1時間程そのまま放置し
v 完全硬化後ドライパーで
ネジを抜き取ればできあ
がりです。
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1欠けてなくなってしまっ
咽た部分は、 型破くんを使
って再生します。

2上下のカドを削り鍍溜箇
積を増やしてやります。
※ヤスリ・カッターナイフ ・J~-

ター"で削る.

同じ重量の部品からその節
分の裂をとります。ドラ
イヤーなどで温めながら
作業をするとうまくでき
ます。

裂を、カケてしまった所
に固定しブラリペアを中
へ充分に流し込みます。

約5分で化学結合!(25"C)
プラリペアが硬化じたら
ヤスりなどで形を強えで
きあがりです。



その信)促えなくなったバ'----'~ ~ゐ
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。
らその部
ます。複雑
ライヤーなど
がら作業をする
くできます。

リペアを型の中ヘ少
めに流し込みます。
りペアを流し込む符1<1:一度に

沢山入れずに少しづっ行ってくだ
さい。(一度に沢山入れると気泡
が発生しやすくなります。)

~t無くなってしまった所の
ぜ同じ位鐙にしっかり押し
当てる。

民 約5分で化学結合!(25"C)
曳出 ブラリペアが硬化したら
ヤスリなどではみ出した
部分を整えればきあがり
で・す。



U'"プリンターやFAX機等の
トレーや出張り部分を引コ
掛iうたりして療した経験は
ありませんか?コンピユー
タ一周辺機器や家電製品の
プラスチックl立、よくABS
樹脂が使われています。そ
んな時こそフラリペアが力
を発揮しおす。

2折れて/。まった部分を、V
白ー1:1，01トをして援策補修を
ます。

。
る

"
 

で轡タb
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41折ねた部分をセロテープで
-，r仮広めし二一ドル法でV字
カットした部分に ドロッと
させたコラυペアを流し込
みます。

民 コラリペアが町じしたらヤ
"'"スリなどで形を笠えできあ
が りです。



1ノートプvクタイプのパ
ソコニノ、 活下させたり開け
閉めの繰り返しで液昂画面
部のヒアジ等が織れてしま
い高級な補修織用がかかっ
てしまう !そゐな時lこもプ
ラリペアがカを鈎郷 !

2折れてじまもた郡分を、 V
字カット，~して援焔繍{彦を
行い茸与す。角を削りV字カ
ットにする事で確実な接着
補修ができます。
ヤスリ・刃包Vターナイフ・ルーター.で珊d.

祭、祈 れた部分をセロテープで
‘》 仮止めしこ一ドル法でV字
カッ トした部分にドロッと
させたヌラリペアを軍基り付
けます。

~.約5分で化学給合! (25"C) 
ぜコラυペアが硬化レたらヤ
スりなどで形を護え元の官事
分にパーツを取り付けでき
あがりです。

.V字カット V字カット苦行うこと
で溶泊函JJtがI圃えますq

竺三三空雪
壬を雪
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首 続き物や陶答昂の割れや
欠l才、なかなか補修でき忽
いものです。プラリペアは
微徹子のパウダーと浸透伎
の優れた滋で掬鶴毒事にしみ
込みアンカー効果で篠ーーす
る優れた伎飽もあります。

2綴れてしまちた部分にパウ
ダ一をE也1彼tδふ5芯、りかけます。

3 ヒタヒタになるように液を
ηか、ます。

...L補修箇所に繁早〈鍾ね合わ
司 T せ勧かないようにセロテー
プ等で固定します。ブラリ
ペアが硬化したらできあが
りです。

博士のワンポイントアドバイス!
フラリべ?の硬化時閣を
速める!Zはドライヤーで



市街箆の鋒トかる館所、大
きい商積の補修は通常の
接着では不安!
ブラリペア+ガラスクロ
スで強闘に補修補強でき
ます。

2補強の必婆な部分の表面
の汚れやさ定装を粗めのサ
ンドペーパーなどで落と
します。

.$ポリエチレンシート(ー
般のポリ袋を小さく切っ
てお使い下さい。)のょ
に補強用のガラスクロス
を必要なサイズにカッ ト
レ置きます。

41ガラスクロス全体に簿く
咽隠れるくらい粉をふりか
けます。

博士のワンポイントアドバイス!
パゥσーはつロス金俄
12ま九べ九なくふりか
けるのがコツじゃ!



言らJこ7局三塁め婦か岳部分も
じ っ話~\(J浴吉補強調i長

5平をポ トポトと落とし
てしを金体が漬かるよう
に索皐くかけていきます。

り I ~ ポリエチレンシート ごと
手にとって補強部分に湿
布のように貼付けそのよ
から厚みを均等にするた
めに績で押さえます。

7ポリエチレンシートをは
がせIま完了。
3~6をくり返せ1まさら
に強力 !

8約5分で化学結合!(25 
"C)ブラリペアが硬化し
たらヤスリなどで形を遜
えできあがりです。
もちろん塗装もOK!

博士のワンポイントアドバイス!
液はタνブリ完全に紛が
j菌かるようl之かけるのガ
コツじゃ!
張付けのときは、あわて

ず12しっかり工?ー按き
考忘れず1Z!
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スタ
ンカー効
固定してし

まった部分をヒ
ペアなどで固定す
よって更に強力に

た後の作業が楽に行え
ます。

主主折れてしまった部分の両
}側にドリルで2-3mmの
穴を沢山あける。
※アンカー効果を利用するため。

ドリ/しで開け芝~I之前老
てブラリべJ7を入れて
おけば更1;:!fflt.¥じゅ



描鍾露顕|は溶泊しませんがi?A盟E軍習としアンカー効果で補修可能です。
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5液をポトポトと紫色して
いき全体がつか忍1どうに
素早くかけていぎぎす。

@ ポリエチレンシートごと
手にとっτ繍強部分に姑
付け、指勺押さえ空気を
抜き馴染ませます。
※ガ4ラスクロスはぐるり
ι一周させる撃が必要。

rl J-r-リ工チレンシー トをは
" がし、余分な都分をヤス
リなどで削って仕上げま
す。
約5分で化学結合!(25"C)

トアドバイス1
5の時点で液は少勺多く
てを}量発してしまうので

少し多めrzするのが
mイシトじゃ。



.=一ドル(針}の穴がつまってじまったら?
容量苦から=一ドルをとりはずして穴の節分を経〈
ライターなどであぶれば穴のつまりが取れます。 ・
.涼が出過ぎてこま引 l 
冬期又|ま涼しい所で二一ドルを使用する場合、余
分に液が出てしまい使いにくいことがあります。
その場合はこ一ドル容務に液を満タンにしておけ
ば液f置をコントロールすることができます。

・玉状の固まりができない!
少しの量が必要な時でも、 小分1:1'カップには半分
以上パウダーを入れて使用してください。

. プラリペアの固まりが上手く落ちない!
持寄修却に玉状の悶まりを怒とす時、 ドロッとなる
ように紫早く液を加えると作撲がよ手くまたキレ
イにできます。
多少液が多めに加わっても自然に揮発しますので
問題はありません。

.写く仕上げたい1
プラリペアはドライヤ一等で温めると早く硬化し
ます。

※ホームページもと覧ください。

http:/グwww.plarepair.net/



フラリベXTを使用する前の準備

• W -
_.-- ・--- .宮了一{

句4

。 -一 ドル容器の中栓を外し液をたっぷり入れます。

f).二一ドル容認に、 二一ドルを取付けます。
e.紛剤を、カップに小分けします。この時、力ップに粉
もたっぷり入れておいてください。
これで、滋備はできあがりです。

.使用後の片づけは?
ードルt専問の液は ドルを 1<1:".. uて専用;t ψ ツブ~しっかり fllt り
付lヲ m して〈ιさい。パつダ はカップのフタもiII"!だにして収
納じてくにさい。

.鑓篇可調I!~ヌラスチックのチェックは?
ウラ甑忽ど汚れても間"の忽い所に少量の波を付けて、少しでも飛けれ
ば銀民でさま昔。

.溶軍事可能なヌラスチックは?
@溶穏 . ABS樹脂 .AS樹脂 ・アクリル(PMMA)樹脂

-ポリスチレン(PS)樹脂 ・題化ピ=ール(PVC)樹脂
.ポリカーポネート(Fむ)樹脂 ・ASA樹脂 ・AES樹脂
・if，リエステル (MF)樹脂

.付篇可能なヌラスチックは?
・付知 ・金属 ・木材 ・ガラス ・石材 ・陶若宮

※.;r-リエチレン(PE)・ポリプロピレン(PP)・ナイロン(PA)
-フッ素倒防 ・エンプラ系樹脂は銀箔レません。

.危険をともなう窃所には使用じないでください。
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